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昔の二分団5班の器具置き場

1990 年代後半まで使用
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消防ポンプ

消防車・積載車

火の見櫓

ホースカー

火災報知器

器具置場戸塚消防署

積載車が
無く、ポ

ンプ等が
置かれて

いました
。出動時

は団員の

軽トラに
積んでい

ました。

災害時
に大活

躍

重要な
装備品

なので
、

定期的
に点検

をして
います

。

急な病気には
頼りになる存在

です。

時代と共に進歩
しています。

現在
、火
の見
櫓は

老朽
化に
伴い

撤去
しま
した
。

火元が
消火栓

より遠
い時、

ホース
延長を

すばや
く

行うた
めの装

備品で
す。

積載車が配備されたのに伴い

新しい器具置場になりました。

昔は屋
根のな

い消防
車が

あった
のです

ね。

今はす
べて屋

根付き
です。

白黒の写真を見ると、　なぜか懐かしく感じます。

救急車

現在、
昭和初

期の火
の見櫓

はなく
、

宅地が
広がっ

ていま
す。

1894年（明治27年）２月
　消防組が発足。勅令第15号により消防
組設置令の公布に基づき、同年５月三組
（伊勢佐木、石川、山手）217人が編成され
る。
1912年（明治45年）
　消防組に常設消防隊が併設される。
1919年（大正８年）
　常設消防隊が消防署となる。消防組は
そのまま存続。
1922年（大正11年）11月
　伊勢佐木、戸部、南太田、平沼、神奈川、
子安、関内、加賀、寿、山手、特置（現山下
町）、水上、中村、磯子、北方の15消防組と
なる。翌1923（大正12年）に発生した関東
大震災時に大活躍した。
1939年（昭和14年）4月
　警防団令が公布され、消防組は警防団
に統合される。警防団は、地方長官の職権
または市町村の申請により設置されたも
ので、その機構が強化され、組織も団長、
副団長、分団長、部長、班長及び警防員の
６階級にて編成される。
1942年（昭和17年）
　警防団が20団に（加賀町、伊勢佐木、水
上、山手、磯子、寿、大岡、鶴見、神奈川、川
和、戸部、保土ケ谷、戸塚、中和田、豊田、中
川、本郷、川上、瀬谷、大正）。合計人数
8,932人となり、第二次世界大戦の警防活
動を始め、防空消防の一翼を担い終戦を
迎える。
戦後、駐留軍司令部からの命令により、既
存の各種団体の解体が行われたが、警防
団は特に除外され、昭和22年５月消防団
令が公布され改組されるまで存置。
1947年（昭和22年）４月30日
　勅令185号、消防団令公布。市町村の責
任において消防団を設置するように定め
られる。
1947年（昭和22年）12月
　法律第226号により消防組織法が制定
され、これに伴って横浜市消防団条例（条
例41条）公布。7章24ケ条からなり、新生消
防団が誕生する。
1948年（昭和23年）3月7日
　消防組織法が施行となり、これにより自
治体消防が発足し、消防団は公設消防とと
もに横浜市に移り、横浜市消防団の第一歩
がはじまる。
設置数は、横浜市８行政区に13消防団（鶴
見、神奈川、西、伊勢佐木、加賀町、山手、
寿、大岡、保土ケ谷、磯子、港北、川和、
戸塚）、7,809人で運営される。
戸塚消防団： ８個分団1,520人
1952年（昭和27年）11月
　磯子区が磯子区と金沢区に二分割さ
れ、新たに金沢消防団が誕生し、14団、
7,824人となる。
1969年（昭和44年）10月
　横浜市行政区再編成。港南区（南区から
分離）、旭区（保土ケ谷区から分離）、瀬谷
区（戸塚区から分離）の３区が新たに誕生
し、同日よりそれぞれの区名を冠称した消
防団が編成されるとともに、川和消防団が
緑消防団と改称され17消防団となる。
戸塚消防団： 7個分団1,312人

1986年（昭和61年）11月
　戸塚区が戸塚、栄、泉の３区に再編成さ
れ、同日よりそれぞれの区名を冠称した消
防団が誕生。19消防団となる。
戸塚消防団： 7個分団741人
1994年（平成６年）11月
　港北区、緑区の再編成が行われ、新たに
青葉区、都筑区が誕生し、それぞれの名称
を冠称とした消防団が誕生。18行政区、21
消防団となる。
2006年（平成18年）４月１日
　「横浜市消防団の定員、任免、給与、服務
等に関する条例」の一部が改正され、横浜
市消防団の条例定数が「8,305人」と改めら
れるとともに、「横浜市消防団ごとの定員
を定める規則」が制定され、各消防団にお
ける定員数が定められる。また、同条例第
３条「団員の資格」に、従来の居住要件に
加えて、「勤務する者」及び「在学する者」が
追加される。
2010年（平成22年）４月１日
　横浜市寿消防団及び横浜市大岡消防団
の両団が統合され、横浜市南消防団が誕
生。18行政区20消防団、実員数7,414人と
なる。
2013年（平成25年）４月１日
　「横浜市消防団の定員、任免、給与、服務
等に関する条例」の一部が改正される。ま
た、平成24年3月に70歳定年制が施行さ
れ、実員数7,154人となる。
2019年（平成31年）１月１日
　実員数が8,305人となり、初めて充足率
100%を達成する。
2021年(令和3年)4月1日
　実員数7,739人、充足率　93.2%
2021年（令和3年）10月１日現在
　戸塚消防団：実員数735人、充足率　
96.7％

女性消防団員の採用について

　女性消防団員の採用の契機となったの
は、1995年（平成７年）１月17日に発生し
た阪神・淡路大震災において、火災の他に
救助や救急事案が多く発生したことを教
訓により1995年（平成７年）10月に「地震
時における消防団の活動に関する検討委
員会」を消防局内に設置したことに始まり
ます。この委員会において、地域社会にお
ける女性の力を消防団組織の中で活かし、
消防団の活性化と消防力の強化を図ると
いう結論に達しました。
　また、各消防団長からも同様の提言が
なされ、「横浜市消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例」第３条に規定さ
れていた男子条項の削除を行い、女性消
防団員が誕生することとなったものです。

1997年（平成９年）10月１日
　本市12消防団（鶴見、神奈川、西、伊勢佐
木、加賀町、寿、大岡、港南、保土ケ谷、旭、
磯子、都筑）で初めて女性消防団員190人
を任命。
1998年（平成10年）４月１日
　残る９消防団を中心に女性消防団員の
任命を行い、条例定数を8,024人とし施行。
2021年（令和3年)4月1日
　横浜市消防団では1.345人の女性消防
団員が活動しています。
2021年（令和３年）10月１日現在
　戸塚消防団では91人の女性消防団員が
活動しています。

特集
建物・車両・ポンプ編

消防の発足から戸塚消防団の歴史を当時の様子から現在までを写真で追ってみる企画。
今回は建物、車両、ポンプの変遷を消防署も含めて特集してみました。　
懐かしく感じる人、新たに興味を覚える人、じっくりお楽しみいだだければ光栄です。
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